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【１年次】
区分 授業科目 単位 強化する事項

医学情報処理 2

早期臨床体験実習Ⅰ 1.5

これまでの地域医療機関や介護老人保健施設
の他に、保健所の見学を実施し、地域保健医療
計画、衛生行政等の熊本県における地域保健
を学ばせる。また、新たな実習の受入先として、
特色のある地域医療機関を開拓する。

分子細胞生物学Ⅰ 2
医学概論 1
最新医学セミナー 2
行動科学Ⅰ 1
分子遺伝学 1.5

人体発生・肉眼解剖学 3

生化学I 1.5

生化学II 1.5

生理学I 3

【２年次】

早期臨床体験実習Ⅱ 1

放射線基礎医学 1

医学英語 2
解剖学実習 4
神経解剖学 2
組織学 4

生理学II 3

免疫学 2

感染防御学 2

 微生物学(寄生虫病学を含む。) 3

薬理学 4.5
病理学I 2
病理学II 3.5

熊本大学医学部医学科モデルカリキュラム
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門
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基
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基
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【３年次】

早期臨床体験実習Ⅲ 1

地域医療を身近に感じられる地域の中核病院
や熊本市内・市外の地域医療機関（診療所等）
での体験実習を通して、熊本県における地域医
療の現状、地域医療に求められる医師像、地
域医療への関心を醸成する。

行動科学Ⅱ 1
医療と情報 1

基礎一般実習コース 6

基礎演習 10
呼吸器内科学 2.5
消化器内科学 2.5

血液・膠原病・内科学 3.5

腎臓内科学 2.5
代謝・内分泌内科学 3.5
循環器内科学 2.5
心臓血管外科学 1
呼吸器外科学 1
消化器外科学 3.5
乳腺・内分泌外科学 1
泌尿器科学 1
産科婦人科学 2
皮膚科学 2.5
整形外科学 2.5
歯科口腔外科学 1
耳鼻咽喉科学 2.5

眼科学 1

脳神経内科学 2.5
神経精神医学 2.5
脳神経外科学 2.5
画像診断学 1
臨床検査医学 1.5
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【４年次】

専
門
基
礎
科

医療と社会 1

地域医療に求められる医師としての役割と機能など
の地域医療の在り方の他に、熊本県における医師の
偏在（地域及び診療科）の現状とその理由を学ばせ、
地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理
解させる。

公衆衛生学 4

地域における福祉施設の体系と機能、介護保険法制
定後の老人福祉・医療施設の現状、地域における健
康福祉システム、地域保健・保健所の機能に係る講
義について、個別の対面的実習を取り入れ教育を強
化する。また、保健師を非常勤講師として招聘し、地
域の保健師活動の現状と課題について学ばせる。

法医学 3

生命倫理学 2

 小児科学（小児発達学を含む。） 3
小児外科学 1
麻酔科学 2.5
総合診療学 1
腫瘍医学 2
救急医学 1
臨床腫瘍学 1
臨床実習入門 4

 チュートリアル実習(総合講義を含む。) 2.5
臨床形態診断学 1
漢方医学 1

【５年次】

臨床実習 26

地域開業診療所に学生を派遣し、地域のプライ
マリ・ケアの体験を充実させ、もって地域医療の
基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解さ
せ、医師としてどのような実践能力を身につけ
るべきかを学修させる。

特別臨床実習 38

地域医療を志す医師、研修医及び医学生に対
し実践教育の場を提供することを目的に、地域
医療機関の中核である２施設に開設した教育
拠点において、地域医療の実際を体験し、医師
としてどのような態度・能力が求められているか
学修させる。

【６年次】
臨
床
医
学
科
目

特別臨床実習 38

地域医療を志す医師、研修医及び医学生に対
し実践教育の場を提供することを目的に、地域
医療機関の中核である２施設に開設した教育
拠点において、地域医療の実際を体験し、医師
としてどのような態度・能力が求められているか
学修させる。
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